	旧清掃センター跡地第２区画（１／２工区）埋設廃棄物撤去業務委託仕様書

	Ⅰ　総則
１．目的
本業務は、旧清掃センター跡地第２区画の地中に埋設された廃棄物の撤去を目的とする。

２．業務の概要
(1) 業 務 名　旧清掃センター跡地第２区画（１／２工区）埋設廃棄物撤去業務委託
(2) 履行場所　長野市松岡二丁目
(3) 履行期間　契約締結日から令和９年６月30日まで
(4) 業務概要　埋設混合廃棄物撤去　Ｖ＝634m3
(5) 業務内容　主な業務内容は以下のとおりである。
	工種
	種別
	細別
	規格
	数量
	単位

	土工
	床掘
	自立式土留内
	土砂（仮置土）
	446
	m3

	
	床掘
	〃
	廃棄物混じり土
	634
	m3

	
	土材料
	埋戻材料
	山土（購入土）
	902
	m3

	
	埋戻し
	仮置土＋購入土
	仮置土＋購入土
	1079
	m3

	
	土砂等運搬
	
	廃棄物混じり土
	634
	m3

	
	処分費
	
	廃棄物混じり土
	1141
	t

	防護柵工
	既設フェンス撤去・復旧工
	侵入防止柵
	プレキャストコンクリートブロック建込み　柵高1.8m
	36
	m

	任意仮設工
	自立式土留工
	親杭打込
	打込長8.703m
	46
	本

	
	〃
	横矢板設置
	松材 t=6.0cm
	290
	m2

	
	〃
	親杭引抜
	引抜長8.703m
	46
	本

	
	〃
	横矢板撤去
	松材 t=6.0cm
	290
	m2

	
	敷鉄板工
	設置・撤去
	22×914×1829　N=188枚
	314
	m2

	
	排水工
	ポンプ設置・撤去
	水中ポンプ
	1
	式

	
	〃
	ポンプ運転
	作業時排水
	1
	式

	
	目隠しパネル工
	仮囲い
	H=3.0m
	90
	ｍ

	
	交通管理
	作業時配置
	交通誘導警備員B
	1
	式

	
	仮設材重量
	Ｈ型鋼
	H-300×300×10×15　N=46本
	39
	ｔ

	
	〃
	敷鉄板
	22×914×1829　N=188枚
	54
	ｔ


1) 数量は参考数量である。
2) 仮設、施工方法その他業務を完了するために必要な一切の手段（以下、施工方法等という。）
については、「Ⅱ業務仕様書」に特別の定めがある場合を除き、受注者がその責任において
定めるものとする。
3) 排水工、交通誘導監視員は必要日数及び人数を適宜算定すること。

Ⅱ　業務仕様書
１．共通仕様
本業務は特記あるものを除き、長野市契約規則及び業務委託契約書の記載事項による。
図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて長野市建設工事共通仕様書による。
また、本業務の実施にあたっては、以下の法令並びにその他の関係法令を遵守すること。
(1) 廃棄物の処理及び清掃に関する法律
(2) 土壌汚染対策法
(3) 労働安全衛生法
(4) 建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律
(5) 長野市環境保全条例
２．特記仕様
(1) 公告された設計図書間にくい違いが認められる場合、優先順位は下記のとおりとする。
1) 本仕様書　2) 図面
(2) 本業務において、受託者は法定外の労災保険に付さなければならない。受託者は、保険契約の
証券又はこれに代わるものを監督員に提示することとする。
(3) 施工体制台帳の作成及び提出
下請契約を締結するときは金額に関わらず、施工体系図、施工体制台帳、下請契約の契約書の写し等必要な書類を提出すること。
(4) 長野市公契約等基本条例に関する事項
1) 長野市公契約等基本条例の内容について、労働者等へ周知するとともに、事務所（作業所）
等へポスターを掲示すること。
2) 業務の一部を下請負者等に履行させるときは、長野市公契約等基本条例の内容について説明
し、各々の対等な立場における合意に基づいて適正に契約を締結すること。
3) 長野市公契約等労働環境報告書１部及び施工体系図の写し１部を契約後速やかに監督員へ提
出すること。この場合、業務の一部を下請負者等に履行させるときは、下請負者等の労働環境
報告書を取りまとめて提出すること。（予定価格１億円（税込）以上の場合）
(5) 長野市環境方針について
業務にあたっては、長野市環境方針(最新版)を充分に配慮し、設計書及び標準仕様書はもとより、環境に配慮した材料の仕様、廃棄物の発生抑制、アイドリングストップや省エネ重機の使用による省エネルギーの推進、低公害機材の使用、業務従業者への教育など、履行にあたって細心の注意を払うことにより、業務環境への影響を極力少なくするよう配慮すること。なお、具体的な計画を、業務計画書に記載し実践するものとする。
また、循環型社会の構築への取り組みとして、リサイクル促進の観点から「長野市溶融スラグ入りコンクリート二次製品利用基準」に基づき、溶融スラグ入りコンクリート二次製品の積極的な利用に努めること。
(6) 暴力団員等による不当介入を受けた場合の措置について
1) 長野市が発注する業務において、暴力団員等による不当要求又は業務妨害(以下「不当介入」
という。)を受けた場合は、断固としてこれを拒否すること。また、不当介入があった時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うこと。
2) 上記により警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかにその
内容を記載した書面により発注者に報告すること。
3) 業務において、暴力団員等による不当介入を受けたことにより工程に遅れが生じる等の被害
が生じた場合は、発注者と協議を行うこと。
(7) 業務の再委託について
1) 受注者は、業務の全部を一括して、又は仕様書において指定した主たる部分を第三者に委任
し、又は請け負わせてはならない。
2) 前項の「主たる部分」とは、当該業務のうち、廃棄物処分業務とする。
3) 受注者は、前２項の規定に該当しない業務の一部を第三者に委任し、又は請け負わせようと
するときは、あらかじめ、発注者の承諾を得なければならない。ただし、発注者が仕様書に
おいて指定した軽微な部分を委任し、又は請け負わせようとするときは、この限りでない。
4) 掘削等の建設工事に該当する作業を再委託により施工させる場合は、建設業法その他関係法
令を遵守し、必要な建設業許可を有する事業者に施工させること。
5) 廃棄物の運搬を受注者以外の者が行う場合は、発注者、受注者及び当該運搬業者の三者によ
る契約を締結した場合に限り、これを認めるものとする。
(8) 廃棄物の性状について
1) 本業務の対象廃棄物は、埋設廃棄物であり、土砂、廃プラスチック類、木くず、金属くず、
ガラスくず、コンクリートくず等が混在する一般廃棄物である。
2) 受注者は、発注者が保有する対象廃棄物の性状に関する既存の調査資料の提供を受け、当該
資料を確認の上、対象廃棄物を適正に運搬及び処分すること。
3) 受注者は、対象廃棄物を管理型最終処分場において最終処分するものとする。
4) 受入れに当たり追加の分析を必要とする場合は、受注者の負担により実施するものとする。
(9) 入札の金額について
入札は、本業務における対象廃棄物の掘削、積込み、運搬及び処分に係る１トン当たりの単
価（消費税を除く）により行うものとする。
(10) 数量について
1) 本仕様書に記載する数量は予定数量であり、入札及び契約における積算のために示すもので
ある。
2) 実際の数量は、掘削の結果により増減する場合があり、予定数量を保証するものではない。
3) 本契約は単価契約とし、契約単価に実際の数量を乗じて契約金額を算出するものとする。
4) 委託料の請求に係る数量については、受注者の管理する計量器により計量された数量とし、
受注者は計量票その他数量を証する書類を発注者へ提出すること。
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共通事項

	工程・準備関係





















公害・環境対策関係







交通規制関係





支障物件等





その他

	業務の着手
・着手前には、区長、関係者等の確認をし、業務着手までに相当な周知期間を用意し、業務内容等の説明を行い理解を得ること。
・本業務は、資源再生センター敷地内での作業であるため、業務着手前に施設管理者と十分な調整を行い、搬入・搬出車両（ごみ収集車等）の運行を優先すること。
・業務着手前に地下埋設物等の支障物件について調査し報告すること。なお、業務に支障がある場合は施工方法等、工程等について別途協議すること。
・業務着手前に近隣工作物等についてよく調査し、工作物への影響が懸念される場合は、監督員と協議の上、事前調査を行うとともに、苦情等があった場合、因果関係等で紛争が起こらぬよう対処すること。

起工測量
・起工測量を実施し、現地盤高を確認するとともに、近接する既設水路等の構造物に変動がないか定期的に計測すること。
・長野市建設工事共通仕様書Ⅰ土木工事編第1編共通編1-1-1-10、1-1-1-43による。

施工時期及び施工時間の変更
・長野市建設工事共通仕様書Ⅰ土木工事編第1編共通編1-1-1-42による。

・本業務及び使用車両による大気の汚染などは、アイドリングストップによるCO2の発生の抑制等、創意工夫をし、地球環境に配慮し実施すること。
・騒音等は、極力低減させる処置を講ずること。
・建設機械については、排出ガス対策型の使用を原則とする。
・現場内にクリーンボックス・灰皿立等を設置し、空き缶・ゴミなどを散乱させたり、たばこの吸殻を投げ捨てたり等は絶対にせず、現場を含め周辺環境の美化に努めること。

・業務による道路使用にあたっては、一般車両や歩行者の安全性・通行性を確保することを原則とするが、重機の搬入時など地形上やむを得ず一時通行止め等の規制が必要な場合は、監督員と協議すること。
・小学生児童の通学路かどうかを小学校に確認し、やむを得ず使用する場合は、学校関係者と協議の上、安全を確保すること。

・既設の構造物が業務の支障となる場合は、速やかに監督員と協議すること。
・業務区域上空の架線等について、クレーン等の作業に支障又は近接する場合は、監督員と協議すると共に、施設管理者と協議を行い必要な処理をすること。

・施設管理者の了解を得てから業務を完了すること。
・既存施設の復旧、すりつけ等の機能回復処置を実施した場合は、監督員と協議の上、施設管理者と立ち会いを行いトラブルの生じないようにすること。


	土　　　
工


	床掘





土砂の仮置き

土材料（購入土）


埋戻し
（仮置土＋購入土）


土砂等運搬





廃棄物混じり土の処理


	・掘削区分は以下のとおりとする。
GL±0m～-2.0m：土砂（仮置き・埋戻し利用）
GL-2.0m～　　：廃棄物混じり土（運搬・処分）
・掘削時に上記の土壌区分と差異が判明した場合は直ちに監督員に報告し、立会いを求めること。

・降雨等による流出や風等による飛散のないよう処置を講じること。

・重金属類が基準値以下であることが確認できる証明書等を提出し、監督員の承諾を得てから埋め戻すこと。

・下層を仮置土、地表までの不足分を購入土で埋め戻すこと。
・路体盛土（道路土工）の施工管理基準及び品質管理基準に準拠し実施すること。

・廃棄物混じり土の搬出時には、運搬車両の車輪等から土砂を確実に除去してから一般道へ出ること。なお、当該業務が原因で一般道を破損及び汚損した場合は、受託者の責により処理すること。
・廃棄物混じり土の搬出、購入土の搬入による路面汚損、粉塵対策については、常に監視をし、清掃・散水等により受託者の責により対応すること。

・廃棄物処理及び清掃に関する法律の規定沿って行うこと。
・廃棄物混じり土の単位体積重量は1.8t/m3と仮定している。
・受注者が所有する処分場に搬出し処分すること。


	防護柵工

	既設フェンス撤去・復旧




	・既設フェンスの撤去・復旧については、具体的な施工範囲、方法を施工計画書により、監督員と協議すること。




	任意
仮
設
工


	土留め工


排水工関係





交通誘導警備員





その他

	・事前に周辺構造物、建物の調査及び土留工による影響等を十分に検討したうえで工法を決定し、監督員の承諾を得ること。

・業務により発生する濁水については、受託者の責任において処理すること。但し、濁水が泥土で産廃扱いになると予測された場合は、掘削搬出前に監督員に届出、協議のうえ処理すること。
・汲み上げた濁水は、ノッチタンク（沈殿槽）等を経由し、汚濁防止措置を講じた上で放流すること。

・履行期間中は、ながの環境エネルギーセンターの関係車両の通行を優先し、施設管理者と十分な調整を行い交通事故等の無いよう交通誘導警備員の配置を計画し、配置計画図等の資料を作成し監督員と事前に協議を行うこと。
・本業務では１日あたり４名の配置を想定している。

・仮設工の実施にあたっては、実施計画を作成し監督員の承諾を得ること。
・資材置場等として、本業務区域外を借用する場合は、地権者の理解を得てから使用すること。また、業務終了後は現状復旧することを原則としトラブルの無いようにすること。

	安全管理

	安全対策関係


	・長野市建設工事共通仕様書Ⅰ土木工事編 第1編共通編 1-1-1-32による。


	その他












その他

	施工管理基準及び品質管理基準

確認書類の提出





業務完了書類








作業日について
	・本業務の施工管理基準及び品質管理基準は、「長野市建設工事共通仕様書」、「長野市土木工事施工管理基準」による。

・一般廃棄物処理施設設置許可証の写しを提出すること。
・処理施設の概要に関する資料を提出すること。
・一般廃棄物を運搬する車両についての資料を提出すること。
・一般廃棄物の運搬経路図を提出すること。
・業務担当責任者を選定し、発注者に通知すること。

・竣工書類提出に併せ電子データを提出することとする。データの種類、提出範囲、提出方法等については監督員と協議すること。

電子納品に関する事項
・業務完了書類の電子納品については、受託者が電子媒体の提出を希望し、発注者（長野市の担当課）が、これを認めた場合に適用する。
・電子納品は「工事書類の電子納品に関する運用の手引き（案）」に基づくものとする。

本業務では、以下の作業時間を基本とする。
　・平日　月曜日～金曜日
　・時間　8時30分～16時30分





